
旭川医大病院ニュース 第４号(1)昭和59年７月15日

大
学
病
院
は
卒
前
卒
後
の
教

育
を
目
的
と
し
て
診
療
を
行
う

の
だ
か
ら
、
経
済
と
は
関
係
な

く
理
想
的
な
診
断
治
療
を
追
求

す
る
の
が
本
来
の
姿
と
お
考
え

の
方
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
確
か

に
そ
の
と
お
り
で
は
あ
る
が
、

一
方
、
大
学
病
院
は
国
費
で
建

設
運
営
さ
れ
て
い
る
以
上
、
効

果
的
な
運
用
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
も
ま
た
当
然
で
あ
る
。

昨
年
の
本
院
の
病
床
稼

働
率
は
七
八
・
二
％
で
あ

っ
た
。
全
国
平
均
は
八
一

・
五
％
だ
っ
た
の
で
、
努

力
の
余
地
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
文
部
省
及
び
会
計

検
査
院
か
ら
指
摘
さ
れ
た

（
な
お
、
本
年
度
の
目
標

は
八
二
・
五
％
で
あ
る
）
。

七
八
％
と
い
う
と
、
十
床

の
う
ち
年
間
を
通
し
て
患

者
さ
ん
が
入
院
し
て
い
る

の
は
七
・
八
床
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
多
く
の
方
々

は
直
観
的
に
、
そ
ん
な
筈

は
な
い
、
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
ど
こ
の
病

病
床
稼
働
率

診療科別病床稼働率表
（56～58年度）

○は各年度の病院全体としての
病
院
長
吉
岡

床
も
い
っ
ぱ
い
で
、
患
者
さ
ん

が
入
院
を
希
望
し
て
も
予
約
し

て
待
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多

い
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
入
院
加
療
を
希
望

す
る
患
者
さ
ん
は
お
ら
れ
る
の

に
、
そ
し
て
一
方
、
病
床
も
十
床

の
う
ち
二
・
二
床
は
空
床
な
の

に
入
院
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
病
床
が
有
効
に
利
用
さ

(90 
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9０ れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
待

ち
患
者
さ
ん
に
空
室
の
連
絡
を

差
し
上
げ
て
も
地
方
の
方
な
ら

ば
一
一
、
三
日
か
か
る
か
も
し
れ

な
い
し
、
男
性
の
病
室
が
空
い

て
も
女
性
の
患
者
さ
ん
は
入
っ

て
い
た
だ
け
な
い
、
等
々
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
問
題

点
を
検
討
し
て
取
り
除
く
こ
と

が
で
き
る
も
の
は
取
り
除
い
て

行
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

各
診
療
科
を
は
じ
め
、
職
員

の
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
願
い
た

い
。

題字は吉岡病院長
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委員長並木教授(三内）

こ
の
度
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
シ
ス
テ
ム

一
式
が
、
各
方
面
の
ご
協
力
に

よ
り
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
患
者
サ

ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
設
置
さ

れ
た
も
の
で
、
待
合
ロ
ビ
ー
に

お
い
て
標
題
の
テ
ー
プ
等
を
放

映
す
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
の

健
康
増
進
に
寄
与
し
、
併
せ
て

侍
時
間
中
の
イ
ラ
イ
ラ
解
消
を

も
計
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
又
、

副
次
的
に
「
医
療
に
関
す
る
テ

ー
プ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
設
け
、

医
療
事
務
関
係
職
員
の
資
質
の

向
上
に
も
活
用
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

放
映
内
容
に
つ
い
て
は
、
現

在
「
身
体
の
し
く
み
及
び
健
康

教
育
シ
リ
ー
ズ
」
（
北
海
道
医

勿勿勿勿

7０ 

il 
iilli 

師
会
健
康
教
育
セ
ン
タ
ー
発
刊
）

全
一
一
三
巻
を
、
病
院
長
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
り
、
二
時
間
も
の

五
本
に
再
編
集
し
た
も
の
で
す

が
、
将
来
的
に
は
院
内
製
作
に

よ
る
「
本
院
の
案
内
」
「
本
院

の
診
療
内
容
」
「
本
院
の
特
徴
」

等
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
は
、
医
事
課
に
お

い
て
管
理
し
て
お
り
ま
す
の
で

日
常
の
運
用
及
び
利
用
に
つ
い

て
、
ご
希
望
、
ご
意
見
又
は
目

的
星
旦
忌
と
認
め
ら
れ
る
テ
ー
プ

を
お
持
ち
の
方
は
、
積
極
的
に
申

〈
採
用
〉

精
神
医
学
講
座
助
手
中
條
拓

小
児
科
助
手
東
寛

放
射
線
医
学
講
座
助
手斉
藤
泰
博

麻
酔
学
講
座
助
手
川
田
佳
克

（
６
月
１
日
付
）

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座
助
手
畑
山
尚
生

耳
鼻
咽
喉
科
助
手
上
戸
敏
彦

（
６
月
脳
日
付
）

第
一
内
科
助
手
藤
兼
俊
明

精
神
医
学
講
座
助
手
千
葉
茂

皮
膚
科
助
手
橋
本
喜
夫

泌
尿
器
科
助
手
中
田
康
信

〃
森
川
満

〈
昇
任
〉

耳
鼻
咽
喉
科
学
講
座

助
教
授

白
戸
勝

（
６
月
１
日
付
）

｜ 

待

合脳
神
経
外
科
助
手
相
澤
希

（
７
月
１
日
付
）

〈
辞
職
〉

麻
酔
学
講
座
助
手
藤
田
力

（
５
月
別
日
付
）

外
科
学
第
二
講
座
助
教
授
関
口
定
美

（
６
月
妬
日
付
）

精
神
医
学
講
座
助
手
池
田
明
穂

泌
尿
器
科
助
手
藤
澤
真

〃
若
林
明

脳
神
経
外
科
助
手
牧
野
憲
一

（
６
月
別
日
付
）

第
一
内
科
助
手
加
藤
淳
一

（
７
月
１
日
付
）

〈
医
長
交
代
〉

外
来
医
長

第
一
内
科
佐
々
木
信
博
助
手

（
旧
清
水
哲
雄
助
手
）

病
棟
医
長

第
一
内
科
箭
原
修
助
手

（
旧
佐
々
木
信
博
助
手
）

庶
務
課

］
ロ
ビ
ー
’

し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
現
行
の
具
体
的
運
用
」

放
映
開
始
は
、
去
る
六
月
二

五
日
（
月
）
か
ら
で
、
平
日
の

十
時
か
ら
一
四
時
頃
ま
で
の
時

間
帯
に
次
の
テ
ー
プ
を
放
映
し

て
お
り
ま
す
。

記

「
人
体
の
構
造
と
働
き
」
「
運

動
の
し
く
み
」
「
胃
の
健
康
診

断
」
「
地
域
ぐ
る
み
の
健
康
の

た
め
に
」
「
た
ば
こ
の
害
」

「
腰
痛
」
「
肥
満
と
病
気
」
ほ
か

医
事
課
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薬
剤
部

新
薬
紹
介
③

塩
酸
ブ
プ
レ
ノ
ル
フ
ィ
ン

（
レ
ペ
タ
ン
）

本
剤
の
作
用
機
序
は
中
枢
神

経
の
オ
ピ
オ
イ
ド
受
容
体
に
結

合
し
、
痛
覚
伝
導
路
を
遮
断
す

る
こ
と
に
よ
り
鎮
痛
作
用
を
示

す
と
い
わ
れ
て
お
り
、
鎮
痛
作

用
は
血
中
濃
度
よ
り
、
む
し
ろ

脳
内
濃
度
と
相
関
し
た
結
果
が

得
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鎮
痛

効
果
持
続
時
間
が
長
い
理
由
は

オ
ピ
オ
イ
ド
受
容
体
か
ら
の
解

離
速
度
が
遅
い
た
め
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
筋
肉
内
投
与
で
は

投
与
後
約
巧
分
間
、
静
脈
内
投

与
で
は
す
み
や
か
に
作
用
発
現

を
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
作

用
持
続
時
間
は
６
～
８
時
間
で

検
査
部
よ
り
③

生
化
学
検
査
室

血
液
、
尿
等
の
化
学
成
分
の

定
量
を
行
っ
て
い
る
検
査
室
で

す
。
現
在
、
四
名
の
ス
タ
ッ
フ

で
検
査
さ
れ
て
お
り
、
検
査
部

の
中
で
は
一
番
自
動
化
機
器
の

多
い
検
査
室
で
、
時
に
は
工
場

で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

当
検
査
室
の
一
日
の
仕
事
始

め
は
、
検
査
終
了
時
間
、
エ
ァ

シ
ュ
ー
タ
ー
の
運
転
時
間
等

の
関
係
で
、
前
日
受
付
・
検
査

さ
れ
た
報
告
書
の
区
分
・
配
送

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
多
い
日
で

三
五
○
人
、
数
千
件
の
検
査
報

告
書
の
多
い
の
に
驚
く
の
が
常

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
検
査
内

容
も
、
当
検
査
室
で
実
施
さ
れ

て
い
る
項
目
、
さ
ら
に
、
人
員

等
の
問
題
で
外
注
検
査
に
頼
ら

ざ
る
を
え
な
い
特
殊
検
査
等
を

含
め
る
と
膨
大
な
デ
ー
タ
量
と

思
わ
れ
ま
す
。
大
学
病
院
の
持

つ
特
殊
性
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
日
々
、
こ
の
様
な
状
況

の
中
で
、
至
急
検
査
等
の
飛
込

み
検
査
も
処
理
し
て
い
ま
す
。

膨
大
な
検
査
デ
ー
タ
を
前
に
、

常
に
思
う
こ
と
は
、
毎
日
の
検

査
デ
ー
タ
が
患
者
の
治
療
に
、

ど
れ
ほ
ど
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

て
い
る
か
、
ま
た
患
者
に
必
要

な
検
査
で
あ
る
か
、
が
私
達
技

師
に
は
、
実
感
と
し
て
と
ら
え

る
状
態
に
な
い
点
に
、
何
か
一

あ
り
、
ペ
ン
タ
ゾ
シ
ン
よ
り
長

い
よ
う
で
あ
る
。
動
物
で
示
さ

れ
た
本
剤
の
鎮
痛
作
用
は
モ
ル

ヒ
ネ
及
び
ペ
ン
タ
ゾ
シ
ン
の
数

倍
か
ら
数
百
倍
強
く
、
そ
の
作

用
持
続
時
間
は
有
意
に
長
い
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
依
存
性
形

成
作
用
は
き
わ
め
て
弱
い
と
さ

れ
て
い
る
が
、
大
量
連
用
に
よ

り
薬
物
依
存
を
生
じ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
観
察
を
十
分
行
い
、

慎
重
に
投
与
す
べ
き
で
あ
る
。

呼
吸
抑
制
作
用
は
動
物
に
お
い

て
モ
ル
ヒ
ネ
及
び
ペ
ン
タ
ゾ
シ

ン
に
比
べ
弱
い
と
報
告
さ
れ
て

お
り
、
臨
床
上
そ
の
作
用
が
あ

ら
わ
れ
た
場
合
、
呼
吸
促
進
剤

の
ド
キ
サ
プ
ラ
ム
が
有
効
で
あ

る
。
な
お
、
レ
バ
ロ
ル
ブ
ァ
ン

な
ど
の
麻
薬
拮
抗
薬
は
無
効
で

抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
る
思
い
で

す
。
ま
た
時
に
は
合
点
の
い
か

な
い
検
査
オ
ー
ダ
ー
に
も
遭
遇

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

各
診
療
科
の
諸
先
生
方
も
、

投
げ
ら
れ
た
ポ
ー
ル
（
検
査
デ

ー
タ
）
を
が
っ
ち
り
捕
球
し
て
、

は
ず
れ
た
ポ
ー
ル
（
不
審
な
検

査
デ
ー
タ
）
に
は
、
ポ
ー
ル
を

投
げ
返
し
て
（
問
い
合
わ
せ
）

く
れ
る
こ
と
が
、
私
達
の
マ
ン

ネ
リ
ズ
ム
を
防
ぎ
、
し
か
も
当

検
査
室
も
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
一

つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
診
療

の
担
い
手
を
自
負
で
き
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
今
後
、
よ
り
一

層
充
実
し
た
検
査
内
容
に
す
る

よ
う
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
（
主
任
細
川
博
道
）

あ
る
。

本
剤
は
１
Ｍ
中
に
ブ
プ
レ
ノ

ル
フ
ィ
ン
と
し
て
叩
哩
を
含
有

し
、
鎮
痛
（
術
後
・
各
種
癌
）

を
目
的
と
す
る
場
合
は
通
常
成

人
で
叩
～
川
哩
を
筋
肉
内
に
注

射
、
麻
酔
補
助
を
目
的
と
す
る

場
合
は
通
常
成
人
で
叩
～
Ｍ
叩

を
麻
酔
導
入
時
に
徐
々
に
静
脈

内
に
注
射
す
る
ｐ
な
お
症
状
、

併
用
薬
な
ど
に
応
じ
て
適
宜
増

減
を
行
う
。
本
剤
は
原
則
と
し

て
他
剤
と
の
混
合
注
射
は
避
け

る
こ
と
。
本
剤
は
劇
薬
・
習
慣

性
医
薬
品
・
指
定
医
薬
品
・
要

指
示
医
薬
品
の
指
定
を
う
け
て

お
り
、
医
療
外
使
用
を
防
止
す

る
た
め
、
保
管
管
理
に
は
十
分

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｄ
Ｉ
室
長
竹
本
功
）

ZZZ溺膠

４
月
に
仲
間
入
り
し
た
幻
名

の
新
人
（
経
験
者
姐
、
新
卒
者

釦
）
も
３
カ
月
を
経
て
、
各
職

場
に
も
慣
れ
、
チ
ー
ム
の
看
護

力
も
い
よ
い
よ
充
実
し
て
こ
よ

う
と
い
う
時
に
、
も
う
退
職
の

話
題
…
…
こ
れ
が
看
護
部
の
悩

み
で
あ
る
。
退
職
理
由
の
ト
ッ

プ
は
結
婚
の
た
め
で
（
表
１
）
、

未
婚
女
性
が
乃
％
を
し
め
る
現

在
こ
の
問
題
は
当
分
続
く
で
あ

ろ
う
し
、
又
出
産
、
育
児
休
業

等
の
た
め
実
働
人
数
の
減
は
避

け
ら
れ
な
い
。
毎
年
Ⅳ
％
前
後

の
退
職
者
を
出
し
て
い
る
が
、

開
院
９
年
目
の
現
在
、
当
院
に

お
け
る
在
職
年
数
を
み
る
と
（

表
２
）
、
３
年
未
満
者
が
妬
％
で

あ
り
、
全
国
病
院
調
査
の
川
％

に
比
べ
高
率
で
あ
る
。
開
院
当

(表２）

旭川医大における在職年数別割合（59.6.1現在）

％ 
０２０４０６０８０１００ 

時
の
在
籍
者
が
船
名
お
り
、
こ

の
４
月
採
用
者
を
除
く
と
看
護

職
員
の
当
院
平
均
在
職
年
数
は

４
年
８
カ
月
で
あ
る
。
退
職
者

の
当
院
在
職
年
数
を
み
る
と

（
表
３
）
、
妬
％
の
人
が
３
年
以

下
で
や
め
て
い
る
が
、
詔
年
度

退
職
者
の
平
均
在
職
年
数
は
４

年
５
カ
月
で
あ
り
、
チ
ー
ム
の

要
と
し
て
働
く
中
堅
者
が
、
結

婚
・
出
産
・
育
児
等
の
た
め
に

退
職
し
て
い
く
こ
と
は
、
非
常

に
残
念
で
あ
る
。
看
護
力
の
低

下
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
更
に

充
実
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

や
は
り
年
間
退
職
者
を
、
％
位

に
も
っ
て
い
く
こ
と
が
、
今
後

の
課
題
と
い
え
よ
う
。

（
調
査
対
象
は
看
護
助
手
を
除

い
た
数
）

(表３）

昭和58年度退職者の当院在職年数別割合

～１年 鑿
鰄

％ 
０２０４０６０８０１００ 

(表４）採用年度別在職状況割合（59.6.1現在）
(表１）

昭和56～58年度退職者の退職理由別割合

㈹
卯１
 

家事都合 進学

０
 

０
 

５
 

着
護
部 ％ 

０２０４０６０８０１００ 
5０５１５２５３５４５５５６５７５８（年度）

1年
未満

1６ 

１年以上
３年未満

2９ 

3年以上
5年未満

1７ 

5年以上
7年未満

1６ 
7年以上

2２ 

１４ ～３年
4１ 

■ 

へ￣ 5年
1８ 

～７年
1９ 

～９年
1８ 

結婚
4１ 

出産
育児

1７ １５ 転職2２ 肚船皿一の

０ 

２ 

ｑ、


